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①　同窓会会員名簿の発行（平成15年11月発行）

②　岡山芳泉高校30周年の山陽新聞広告掲載（平成15年11月３日）

③　岡山芳泉高校空調設備新設・移転のための寄付（平成16年11月１日）

④　自由業交流会支部による無料相談会（詳しくは裏面をご覧ください） 

⑤　記念式典・祝宴（詳しくは裏面をご覧ください）

⑥　文化講演会の開催（詳しくは裏面をご覧ください）

⑦　記念誌「芳友」の発行（平成18年１月発行予定） 
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izum
iいずみ

同窓会
この一年の活動

　
芳
泉
高
校
同
窓
会
の
皆
様
に

お
か
れ
ま
し
て
は
、
益
々
御
健

勝
に
て
御
活
躍
の
こ
と
と
拝
察

い
た
し
ま
す
。

　
さ
て
、
私
は
平
成
十
六
年
度

末
を
も
っ
て
定
年
退
職
さ
れ
ま

し
た
日
笠
紘
前
校
長
の
後
任
と

し
て
、
総
社
南
高
校
か
ら
転
任

し
て
ま
い
り
ま
し
た
木
口
と
申

し
ま
す
。
歴
代
校
長
先
生
方
が

営
々
と
し
て
築
き
上
げ
て
こ
ら

れ
た
本
校
の
歴
史
と
伝
統
を
受

け
継
ぎ
、
さ
ら
な
る
発
展
・
進

化
を
遂
げ
る
べ
く
微
力
な
が
ら

最
大
限
の
努
力
を
傾
注
す
る
所

存
で
あ
り
ま
す
の
で
、
同
窓
生

の
方
々
の
一
層
の
ご
支
援
を
賜

り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

　
さ
て
、
現
在
は
国
の
レ
ベ
ル

で
も
県
の
レ
ベ
ル
で
も
あ
ら
ゆ

る
面
で
改
革
の
必
要
性
が
叫
ば

れ
て
お
り
、
教
育
界
も
そ
の
例

外
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
二
年
前

に
施
行
さ
れ
た
現
行
学
習
指
導

要
領
は
「
ゆ
と
り
あ
る
教
育
活

動
を
展
開
す
る
中
で
生
き
る
力

を
養
成
す
る
」
を
キ
ャ
ッ
チ
フ

レ
ー
ズ
に
し
て
、
新
し
い
教
育

の
方
向
性
を
提
言
し
ま
し
た
。

し
か
し
、
ゆ
と
り
教
育
を
前
面

に
打
ち
出
す
が
あ
ま
り
、
小
中

学
校
に
お
け
る
学
習
内
容
を
三

十
％
削
減
し
た
た
め
に
、
教
育

関
係
者
や
保
護
者
か
ら
「
こ
の

ま
ま
で
は
子
供
た
ち
の
学
力
が

低
下
し
て
し
ま
う
」
と
い
う
大

変
な
懸
念
が
寄
せ
ら
れ
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。
こ
う
し
た
世

論
を
受
け
て
、
文
部
科
学
省
は

「
確
か
な
学
力
の
向
上
の
た
め

の
二
〇
〇
二
緊
急
ア
ピ
ー
ル
―

学
び
の
す
す
め
」
を
発
表
し
、

急
激
に
高
ま
り
を
見
せ
て
い
る

懸
念
の
払
拭
に
努
め
ま
し
た
が
、

さ
ら
に
こ
の
中
で
、
「
学
習
指

導
要
領
は
最
高
基
準
で
あ
り
、

こ
の
範
囲
を
逸
脱
す
る
こ
と
は

認
め
な
い
」
と
い
う
従
来
の
見

解
と
は
異
な
り
、
「
指
導
要
領

の
内
容
は
い
ず
れ
の
学
校
に
お

い
て
も
取
り
扱
わ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
最
低
基
準
で
あ
る
。
し

た
が
っ
て
、
理
解
度
の
高
い
児

童
・
生
徒
に
は
発
展
的
な
学
習

に
取
り
組
ま
せ
、
さ
ら
に
学
力

を
伸
ば
し
て
い
く
こ
と
が
求
め

ら
れ
る
」
と
述
べ
た
た
め
に
、

こ
れ
が
混
乱
に
一
層
の
拍
車
を

か
け
る
結
果
と
な
っ
て
し
ま
い

ま
し
た
。
こ
う
し
た
世
論
を
受

け
て
、
国
は
早
く
も
学
習
指
導

要
領
の
改
訂
に
向
け
て
中
教
審

に
対
し
て
諮
問
す
る
動
き
を
見

せ
て
お
り
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
に
教
育
を
取
り
巻

く
環
境
に
は
不
透
明
な
も
の
が

あ
り
ま
す
が
、
本
校
は
「
不
易

と
流
行
」
の
言
葉
の
真
髄
を
深

く
受
け
入
れ
、
教
育
改
革
の
流

れ
の
中
に
あ
っ
て
も
、
生
徒
を

中
心
に
据
え
た
教
育
活
動
と
い

う
不
易
の
部
分
は
堅
持
し
つ
つ
、

進
学
重
視
型
単
位
制
を
い
ち
早

く
導
入
し
て
新
し
い
教
育
実
践

を
継
続
し
て
ま
い
っ
て
お
り
ま

す
。
平
成
十
六
年
度
末
に
は
単

位
制
一
期
生
が
卒
業
し
ま
し
た

が
、
彼
ら
は
所
期
の
目
標
を
十

二
分
に
達
成
す
る
進
学
実
績
を

残
し
て
皆
様
の
仲
間
入
り
を
い

た
し
ま
し
た
。

　
混
迷
を
深
め
る
日
本
社
会
で

は
あ
り
ま
す
が
、
芳
泉
高
校
は

し
っ
か
り
と
大
地
に
根
を
張
り
、

高
い
理
想
を
掲
げ
そ
れ
ぞ
れ
の

目
標
達
成
の
た
め
に
日
々
努
力

す
る
生
徒
た
ち
を
最
大
限
支
援

す
る
所
存
で
あ
り
ま
す
の
で
、

重
ね
て
同
窓
生
の
皆
様
方
の
さ

ら
な
る
御
支
援
を
賜
り
ま
す
よ

う
お
頼
い
申
し
上
げ
ま
す
。
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同
窓
会
会
員
の
皆
様
に
お
か

れ
ま
し
て
は
、
ご
健
勝
に
て
各

界
で
ご
活
躍
の
事
と
存
じ
ま
す
。

平
成
十
五
年
の
九
月
よ
り
同
窓

会
の
会
長
に
就
任
し
、
会
設
立

三
十
周
年
に
あ
た
り
ご
挨
拶
申

し
上
げ
ま
す
。

　
会
設
立
三
十
周
年
を
迎
え
会

員
数
も
約
一
万
二
千
六
百
人
と

巨
大
な
組
織
に
な
り
ま
し
た
。

二
十
周
年
の
と
き
に
行
わ
れ
た
、

定
款
・
諸
規
則
の
見
直
し
、
常

任
理
事
制
度
の
導
入
、
全
体
理

事
会
の
開
催
等
機
構
整
備
は
完

成
し
、
各
学
年
の
同
期
会
と
総

会
の
合
同
開
催
も
定
着
し
て
ま

い
り
ま
し
た
。
各
ク
ラ
ブ
Ｏ
Ｂ

会
や
各
職
種
に
よ
る
支
部
も
毎

年
一
支
部
創
設
の
割
合
で
増
加

し
て
い
き
、
昨
年
は
岡
大
を
中

心
に
医
師
に
よ
る
「
芳
医
会
」

が
創
設
さ
れ
ま
し
た
。
現
在
、

四
つ
の
ク
ラ
ブ
Ｏ
Ｂ
会
、
五
つ

の
職
種
、
地
域
的
な
も
の
と
し

て
「
関
東
芳
友
会
」
計
十
支
部

が
活
発
に
活
動
し
て
お
り
ま
す
。

同
窓
会
活
動
の
活
性
化
に
必
要

不
可
欠
な
支
部
で
あ
り
ま
す
。

今
後
も
新
し
い
支
部
の
設
立
を

是
非
と
も
お
願
い
致
し
た
く
思
っ

て
お
り
ま
す
。

　
三
十
周
年
も
記
念
事
業
に
つ

き
ま
し
て
は
限
ら
れ
た
予
算
内

で
は
あ
り
ま
す
が
、
内
容
の
充

実
を
計
り
準
備
期
間
等
も
考
慮

し
、
平
成
十
七
年
度
を
中
心
に

三
ヶ
月
に
わ
た
り
行
う
予
定
で

あ
り
ま
す
。
同
窓
会
名
簿
の
発

行
、
本
校
創
立
三
十
周
年
の
新

聞
広
告
協
力
は
昨
年
既
に
行
っ

て
お
り
ま
す
。
中
心
と
な
る
本

校
へ
の
寄
贈
に
つ
い
て
は
以
前

よ
り
学
校
側
に
必
要
な
物
を
打

診
し
て
参
り
ま
し
た
。
在
校
生

の
成
績
そ
し
て
卒
業
生
の
進
学

成
績
が
高
等
学
校
の
レ
ベ
ル
を

決
め
て
い
る
今
日
こ
の
頃
、
在

校
生
の
学
習
環
境
を
整
備
し
た

い
と
の
学
校
側
の
要
望
に
よ
り
、

三
年
生
の
教
室
に
冷
暖
房
の
エ

ア
コ
ン
の
設
置
に
つ
い
て
一
部

を
補
助
す
る
事
に
決
定
し
寄
付

を
行
い
ま
し
た
。
十
七
年
は
七

月
に
自
由
業
交
流
会
（
法
曹
界

を
中
心
と
し
て
弁
護
士
、
司
法

書
士
、
会
計
士
等
に
よ
る
職
種

で
構
成
）
に
よ
る
無
料
相
談
会
、

十
一
月
に
は
文
化
講
演
会
を
、

そ
し
て
八
月
に
は
全
体
の
総
会
・

式
典
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。

今
年
は
一
期
生
が
卒
業
し
て
三

十
年
、
同
期
会
を
同
時
開
催
致

し
ま
す
。
一
期
生
の
皆
様
是
非

御
参
加
下
さ
い
。
そ
し
て
総
て

の
事
業
が
終
了
し
た
時
点
で
、

記
念
誌
と
し
て
「
芳
友
」
の
発

行
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。
三

十
周
年
の
記
念
事
業
の
遂
行
に

あ
た
り
、
二
十
周
年
の
時
と
同

様
に
参
加
動
員
に
対
し
て
各
学

年
の
理
事
の
協
力
を
仰
い
で
お

り
ま
す
が
理
事
の
出
席
が
得
ら

れ
な
い
期
が
あ
る
な
ど
課
題
も

あ
り
ま
す
が
、
頑
張
っ
て
三
十

周
年
を
盛
会
裡
に
、
そ
し
て
四

十
周
年
に
繋
い
で
行
き
た
い
と

思
っ
て
お
り
ま
す
。
同
窓
会
会

員
一
同
の
益
々
の
御
支
援
・
御

協
力
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

　
最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
日

頃
の
同
窓
会
活
動
に
対
し
、
多

大
な
御
支
援
を
賜
っ
て
い
ま
す

母
校
や
Ｐ
Ｔ
Ａ
を
始
め
と
す
る

多
く
の
関
係
者
の
方
々
に
対
し

ま
し
て
心
か
ら
御
礼
を
申
し
あ

げ
ま
す
と
同
時
に
、
今
後
と
も

尚
一
層
の
御
指
導
御
鞭
撻
を
賜

り
ま
す
よ
う
衷
心
よ
り
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

　
今
年
八
月
に
せ
ま
っ
た
同
窓

会
の
三
十
周
年
記
念
事
業
に
向

け
て
、
同
窓
会
員
の
よ
り
一
層

の
協
力
を
賜
り
、
同
窓
会
全
体

が
よ
り
活
動
的
な
組
織
に
な
っ

て
い
く
こ
と
を
願
い
、
平
成
十

六
度
の
活
動
報
告
を
い
た
し
ま

す
。

　
一
月
三
日
、
第
二
十
四
期
生

ア
ー
ク
ホ
テ
ル
で
同
期
会
開
催
。

　
例
年
、
大
学
入
試
セ
ン
タ
ー

試
験
実
施
の
際
行
っ
て
い
る
、

岡
大
芳
友
会
有
志
に
よ
る
応
援

看
板
の
作
成
・
掲
示
は
、
会
場

が
岡
大
で
は
な
か
っ
た
た
め
実

施
し
な
か
っ
た
。

　
三
月
二
日
、
第
二
十
八
回
卒

業
証
書
授
与
式
当
日
、
中
里
健

一
同
窓
会
長
が
来
賓
祝
辞
の
中

で
入
会
の
お
祝
い
を
述
べ
ら
れ

た
。
同
窓
会
員
は
二
十
八
期
生

三
百
九
十
一
名
を
新
た
に
加
え
、

総
勢
一
万
二
千
二
百
五
十
一
名

と
な
っ
た
。

　
四
月
か
ら
七
月
に
か
け
て
、

本
年
度
の
総
会
に
向
け
て
、
数

回
の
常
任
理
事
会
が
開
催
さ
れ

た
。

　
七
月
三
十
一
日
、
平
成
十
六

年
度
同
窓
会
全
体
理
事
会
を
開

催
し
、
総
会
で
の
議
案
に
つ
い

て
審
議
し
た
。

　
八
月
十
四
日
、
ピ
ュ
ア
リ
テ
ィ
ー

ま
き
び
に
て
、
平
成
十
六
年
度

同
窓
会
総
会
・
十
一
期
生
懇
親

会
が
開
催
さ
れ
た
。
ご
来
賓
・

会
員
併
せ
て
百
名
を
超
え
る
出

席
の
上
、
次
の
議
案
に
つ
い
て

審
議
し
た
。

一
　
平
成
十
五
年
度
会
務
報
告
・

会
計
報
告
、
会
計
監
査
報
告

二
　
役
員
改
選

　
・
六
人
の
新
理
事
が
選
出
さ

れ
た
　
　
　
　
　
　

三
　
支
部
設
立
に
つ
い
て

　
・
芳
医
会
（
中
国
・
四
国
・

兵
庫
県
で
活
躍
中
の
医
師

に
よ
る
構
成
）

四
　
平
成
十
六
年
度
事
業
計
画

　
・
卒
業
生
と
語
る
会

（
八
月
十
七
日
）

　
・
第
二
十
五
期
生
同
期
会

（
一
月
三
日
）

　
・
セ
ン
タ
ー
試
験
・
岡
山
大

学
入
試
激
励
ポ
ス
タ
ー
作

成
（
一
月
）

五
　
芳
泉
高
校
同
窓
会
三
十
周

年
記
念
事
業

　
・
山
陽
新
聞
広
告
掲
載

（
二
〇
〇
三
年
十
一
月
三

日
掲
載
）

　
・
芳
泉
高
校
（
Ｐ
Ｔ
Ａ
）
へ

の
寄
贈
（
第
三
棟
・
特
別

教
室
エ
ア
コ
ン
設
置
）

　
・
記
念
行
事

文
化
講
演
会
・
法
律
相
談

会
（
自
由
業
交
流
会
）

　
・「
芳
友
」
発
行

　
全
議
案
と
も
、
出
席
者
の
多

数
の
賛
同
を
得
て
提
案
通
り
に

承
認
さ
れ
た
。
続
い
て
、
報
告

事
項
と
し
て
、
次
の
項
目
に
つ

い
て
説
明
が
行
わ
れ
た
。

　
・
各
支
部
の
活
動
状
況

　
・
芳
泉
高
校
三
十
周
年
記
念

事
業

　
・
芳
泉
高
校
の
近
況

　
八
月
十
七
日
、
現
二
年
次
生

を
対
象
に
、
大
学
在
学
中
の
本

校
卒
業
生
に
よ
る
「
卒
業
生
と

語
る
会
」
を
芳
泉
高
校
に
て
開

催
し
た
。
当
日
は
二
十
八
期
生

を
中
心
と
す
る
卒
業
生
が
、
大

学
生
活
や
高
校
時
代
の
学
習
な

ど
に
つ
い
て
話
し
を
し
、
熱
心

な
質
疑
応
答
が
な
さ
れ
た
。

　
十
月
二
日
、
常
任
理
事
会
を

開
き
、
本
年
度
総
会
の
反
省
及

び
来
年
度
以
降
の
同
窓
会
の
運

営
な
ど
に
つ
い
て
話
し
合
っ
た
。

　
十
一
月
二
十
六
日
、
常
任
理

事
会
を
開
催
し
、
芳
泉
高
校
同

窓
会
三
十
周
年
記
念
事
業
実
行

委
員
会
を
発
足
し
た
。

  

以
上
が
平
成
十
六
年
度
、
同

窓
会
の
活
動
の
流
れ
で
あ
る
。

創
立
三
十
周
年
に
あ
た
っ
て

同
窓
会
長

　
中
　
里
　
健
　
一

御
　
挨
　
拶

学
校
長

　
木
　
口
　
　
　
勉

同窓会
この一年の活動

同窓会係

同窓会活動における個人情報の取扱について
　個人情報保護法の施行に伴い個人情報に関する国民の意識も高まっています。

　最近、会員名簿の発行を中止する同窓会もあるようですが、会員名簿は同窓会

会員相互の親睦を図る上で必要なものであると考えますので、発行にご理解をい

ただきますようお願い致します。また、会員名簿から自己の個人情報の削除を求

める会員の方もおられますが、個別に対応させて頂きます。

　なお、芳泉高校同窓会は同法の適用を受ける事業者には該当しないと考えますが、

同法の趣旨に鑑み、個人情報の取扱には十分な注意を払いたいと考えます。皆さ

んも、会員名簿を会員相互の親睦以外のことを利用したり会員以外の第三者に提

供しないようにしましょう。

①　同窓会会員名簿の発行（平成15年11月発行）

②　岡山芳泉高校30周年の山陽新聞広告掲載（平成15年11月３日）

③　岡山芳泉高校空調設備新設・移転のための寄付（平成16年11月１日）

④　自由業交流会支部による無料相談会（詳しくは裏面をご覧ください） 

⑤　記念式典・祝宴（詳しくは裏面をご覧ください）

⑥　文化講演会の開催（詳しくは裏面をご覧ください）

⑦　記念誌「芳友」の発行（平成18年１月発行予定） 
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「
岡
山
に
芳
泉

あ
り
」
こ
れ
が
母

校
岡
山
芳
泉
高
校

三
十
年
間
の
成
果

で
あ
り
、
こ
れ
ま

で
の
結
論
が
こ
の

一
言
に
集
約
さ
れ

て
い
る
。
地
方
の

ご
く
普
通
の
高
校

で
あ
り
な
が
ら
、
全
国
の
学
校

の
中
に
於
い
て
も
決
し
て
埋
も

れ
る
こ
と
な
く
、
常
に
「
進
取

の
気
概
」
を
胸
に
抱
き
、
進
化

を
重
ね
て
き
た
こ
と
の
証
明
な

の
で
あ
る
。
「
鍛
錬
・
節
度
・

創
造
」
の
学
校
目
標
は
、
三
十

年
の
歳
月
に
も
充
分
耐
え
得
る

も
の
で
あ
り
、
ま
た
「
気
宇
広

大
の
人
物
」
を
育
成
す
る
初
代

大
原
利
貞
校
長
の
指
針
も
、
自

己
を
見
失
い
が
ち
な
時
代
だ
か

ら
こ
そ
、
か
え
っ
て
輝
き
を
増

す
言
葉
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
こ

れ
ら
が
、
一
万
数
千
人
の
卒
業

生
が
現
在
各
方
面
で
活
躍
を
続

け
て
い
る「
原
点
」な
の
で
あ
る

と
今
一
度
確
認
し
て
お
き
た
い
。

　
そ
こ
で
、
今
一
度
尋
ね
る
。

「
同
窓
会
と
は
、
何
か
。」
同
窓

会
と
し
て
、
果
た
し
て
母
校
の

バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
が
ど
れ
だ
け
で

き
る
の
だ
ろ
う
か
。
確
か
に
本

同
窓
会
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
活
動

を
通
し
て
、
「
良
く
纏
ま
っ
て

い
る
」
と
い
う
評
価
を
戴
く
よ

う
に
な
っ
た
。
し
か
し
、
こ
れ

ま
で
の
道
の
り
は
、
決
し
て
平

坦
で
は
な
か
っ
た
。
そ
の
時
々

に
右
往
左
往
し
て
考
え
な
が
ら
、

何
と
か
そ
の
時
々
を
凌
い
で
き

た
に
過
ぎ
な
い
の
か
も
知
れ
な

い
。
創
立
期
、
発
展
期
、
創
立

二
十
周
年
前
後
の
再
生
期
、
進

展
期
を
経
て
、
こ
こ
に
来
て
、

や
っ
と
「
味
わ
い
、
楽
し
む
」

時
期
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
に
な
っ
た
の
で
は
な
い
だ

ろ
う
か
。
支
部
設
立
や
会
員
相

互
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築
は
、

今
後
の
人
生
に
お
い
て
も
必
ず

有
形
無
形
の
彩
り
を
与
え
て
く

れ
る
は
ず
で
あ
る
。
だ
か
ら
こ

そ
、
今
一
度
「
同
窓
会
に
対
し

て
、
自
分
と
し
て
何
が
で
き
る

の
か
」
と
考
え
る
時
期
が
訪
れ

て
い
る
の
だ
ろ
う
。
自
己
の
フ

ロ
ン
テ
ィ
ア
精
神
を
具
現
す
る

た
め
に
、
混
沌
と
し
た
時
代
で

あ
っ
て
も
一
人
輝
い
て
駆
け
抜

け
て
い
く
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
い
つ

ま
で
も
維
持
し
て
お
き
た
い
。

　
こ
れ
ま
で
の
関
係
各
位
に
対

し
て
感
謝
を
述
べ
る
と
と
も
に
、

こ
れ
か
ら
の
一
層
の
進
展
を
祈

念
し
つ
つ
、
改
め
て
、
こ
こ
に

「
同
窓
会
創
立
、
三
十
周
年
」

を
祝
い
た
い
。

いずみ

さらなる
　進化を目指して

29期生寄贈洋風庭園ステージ


